
小
林
和
夫
理
事
長
は
、
多
年
に
わ
た
り

障
害
者
の
福
祉
の
向
上
に
尽
力
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
度
、
そ
の
功
績
が
評
価

さ
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
て
　理

事
長　

小
林　

和
夫

令
和
６
年
２
月
13
日
、
武
見
敬
三
厚
生

労
働
大
臣
の
表
彰
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。「
更
生
援
護
功
労
者
」（
地
方

推
薦
27
名
）
の
枠
に
よ
る
表
彰
で
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
協
会
の
皆
様

方
と
関
係
各
位
の
皆
様
方
の
大
き
な
お
力

添
え
の
賜
物
と
、
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

表
彰
式
の
後
、
皇
居
に
出
向
い
て
天
皇

陛
下
に
謁
見
す
る
と
い
う
大
層
な
日
程
の

ご
案
内
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

体
調
の
都
合
で
上
京
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
後
日
、
３
月
19
日
、
長
野
県
庁
で
の

伝
達
式
で
表
彰
状
と
記
念
品
を
受
領
し
た

次
第
で
す
。
こ
の
度
は
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

理  

事  

会

役
員
（
理
事
６
名
中
５
名
、監
事
２
名
）

と
相
談
役
が
出
席
し
、
５
月
23
日
に
第
１

回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
第
１
号
「
令
和
５
年
度
事
業

報
告
」、
第
２
号
「
令
和
５
年
度
決
算
」
及

び
第
３
号
「
定
時
評
議
員
会
の
招
集
」
の

３
件
。
い
ず
れ
も
全
員
の
賛
成
に
よ
り
承

認
・
招
集
の
決
議
が
さ
れ
ま
し
た
。

定
時
評
議
員
会 

評
議
員
９
名
中
５
名
が
出
席
し
、
６
月

13
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
第
１
号
「
令
和
５
年
度
決
算
」

の
１
件
。賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度　

事
業
報
告

（
以
下
、
事
業
報
告
資
料
か
ら
抜
粋
）

令
和
２
年
初
頭
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
次
々
と
新
株

に
形
を
変
え
て
ま
ん
延
、
令
和
４
年
度
に

は
第
６
波
、
第
７
波
、
第
８
波
と
更
に
感

染
を
拡
大
さ
せ
て
、
協
会
の
ほ
と
ん
ど
の

事
業
が
中
止
と
延
期
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
と
な
り
、
協
会
の
運
営
に
大
き
な
支

障
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

年
が
明
け
、令
和
５
年
１
月
に
入
る
と
、

よ
う
や
く
感
染
が
落
ち
着
い
て
き
て
、
２

月
に
は
県
の
「
医
療
ア
ラ
ー
ト
」
が
解
除
、

感
染
警
戒
レ
ベ
ル
も
「
小
康
期
」
に
引
き

下
げ
ら
れ
、
マ
ス
ク
着
用
も
個
人
判
断
へ

と
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
８
日
か
ら
は

感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
、
こ
れ
ま
で

の
２
類
か
ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
並
み
の

５
類
へ
移
行
し
た
こ
と
で
、
令
和
５
年
度

は
よ
う
や
く
通
常
の
運
営
に
戻
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、

協
会
員
に
は
重
症
化
等
の
リ
ス
ク
を
抱
え

る
方
が
多
い
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
状
況
を
常
に
見
極
め
、

細
心
の
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
て
の
事
業

執
行
を
強
い
ら
れ
た
１
年
で
し
た
。

さ
て
、
令
和
５
年
３
月
31
日
、
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
１
年
間
に
わ
た
る
施
設

長
寿
命
化
改
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
生
ま

れ
変
わ
っ
た
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
諸
会

議
、
福
祉
大
会
等
々
の
ほ
と
ん
ど
の
事
業

小林理事長（右）と高池 長野県健康福祉部次長

小
林
理
事
長 
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

　
令
和
５
年
度
　
事
業
報
告

及
び
決
算
　
承
認
さ
れ
る
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を
気
持
ち
良
く
滞
り
な
く
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

毎
月
実
施
予
定
の
正
副
理
事
長
会
議

は
、
４
月
以
降
、
全
12
回
実
施
が
で
き
、

事
業
の
執
行
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

５
月
に
は
、
監
査
及
び
第
１
回
理
事
会

を
実
施
し
、
令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
、

決
算
の
承
認
、
定
時
評
議
員
会
の
召
集
を

決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

６
月
に
は
、
定
時
評
議
員
会
、
第
１
回

支
部
長
会
・
支
部
長
情
報
交
換
会
を
実
施

し
て
、
１
年
間
の
事
業
の
方
向
性
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

６
月
の
定
時
評
議
員
会
で
は
、
新
役
員

（
理
事
・
監
事
）
が
推
薦
ど
お
り
選
任
さ

れ
、
定
時
評
議
員
会
終
了
直
後
に
開
催
さ

れ
た
新
理
事
会
に
お
い
て
、
新
理
事
長
・

新
副
理
事
長
の
両
選
定
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
、
遅
滞
な
く
執
行
部
の
新
体
制
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
幸
い
で
し
た
。

７
月
以
降
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
予
定
ど

お
り
全
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
き
な
事
業
で
あ
る
10
月
の
福
祉
大
会

が
４
年
ぶ
り
に
実
施
で
き
た
こ
と
は
、
非

常
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
し
た
。

た
だ
、
宿
泊
を
伴
う
旅
行
（
10
月･

３

月
）
と
、
飲
食
を
伴
う
新
年
会
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
に

中
止
と
し
ま
し
た
。

◆ 

追
記 

◆

～ 

能
登
半
島
地
震
災
害
に
つ
い
て 

～

令
和
６
年
元
日
の
夕
刻
、
能
登
半
島
近

海
を
震
源
と
し
、
最
大
震
度
７
を
記
録
し

た
地
震
が
発
生
。
石
川
県
を
中
心
に
、
広

範
囲
に
わ
た
っ
て
大
き
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

こ
の
状
況
に
つ
い
て
、
日
身
連
か
ら
県

身
障
協
を
通
じ
て
「
支
援
金
」
の
協
力
要

請
が
２
月
に
届
き
ま
し
た
。

市
身
障
協
事
務
局
は
、
す
ぐ
に
各
支
部

へ
働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
全
８
支
部
か
ら 

９
７
，
０
０
０
円

余
、
本
部
会
員
３
名
か
ら
自
発
的
に 

３
，

０
０
０
円
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
そ
こ
へ

協
会
本
部
か
ら 
１
９
，
０
０
０
円
余
を

加
え
、
計
12
万
円
に
調
整
し
て
、
市
身
障

協
支
援
金
と
し
て
２
月
28
日
に
県
身
障
協

へ
託
し
ま
し
た
。

市
身
障
協
と
し
て
支
援
金
を
支
出
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
市
障
害
福
祉
課
と
事
前

協
議
を
行
い
、
支
出
の
承
認
を
得
た
上
で

実
施
し
ま
し
た
。

以
上
が
、「
会
員
、
役
員
及
び
関
係
者

等
の
健
康
と
安
全
・
安
心
の
確
保
が
、
最

優
先
す
べ
き
こ
と
」
を
基
本
に
考
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
大
き
な
影

響
を
受
け
ず
に
事
業
執
行
が
で
き
た
令
和

５
年
度
の
事
業
報
告
で
す
。

令
和
５
年
度
の
事
業
活
動
の
主
な
も
の

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

組
織
体
制
の
強
化
・
充
実

令
和
５
年
度
、
協
会
は
８
支
部
、
会
員

数 

五
百
名
弱
の
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
５
年
度
末
に
は
会
員
数
が 

百
名
減
の 

四
百
名
弱
ま
で
減
少
し
た
状

態
で
、
令
和
６
年
度
へ
引
き
継
ぐ
予
定
で

し
た
が
、
５
年
度
末
に
更
に
２
支
部
が
解

散
の
状
況
に
至
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
、
６
支
部
体
制
で
の
弱

体
化
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
解
散
し
た

支
部
の
皆
様
の
、
本
部
会
員
へ
の
入
会
は

難
し
く
、
会
員
増
加
の
状
況
は
遅
々
と
し

て
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

会
員
の
高
齢
化
に
伴
う
支
部
の
減
少

は
、
必
然
的
な
結
果
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

結
果
を
阻
止
す
る
唯
一
の
手
段
・
方
法
は
、

若
年
会
員
の
入
会
の
促
進
の
み
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
は
、
長
年
明
白
な
課
題
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
全
く
実
現
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
協
会
に
と
っ
て
最
も
困
難
な
課

題
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
協
会

が
最
も
重
視
し
、
解
決
す
べ
き
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

協
会
の
魅
力
を
何
と
し
て
も
見
出
し
、

掲
げ
て
、
人
々
へ
働
き
か
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

令和５年度　決算（法人本部事業）
（単位 : 円）

区
分 科　　目 予算額 決算額 差　異

収
入

会費 172,000 171,400 600
余暇活動支援事業 60,000 37,500 22,500
広報活動事業 100,000 100,000 0
健康教室事業 15,000 15,000 0
受取利息配当金 500 27 473
雑収入 39,500 39,280 220
事業区分間繰入

金
5,720,000 3,300,000 2,420,000

合　計 6,107,000 3,663,207 2,443,793

支
出

人件費支出 2,782,400 1,494,056 1,288,344
事業費（助成金） 1,338,000 429,917 908,083
　大会参加助 247,000 110,750 136,250
　部会活動助 193,000 170,000 23,000
　支部活動助 67,000 20,350 46,650
　本部活動助 489,000 97,741 391,259
　研修 342,000 31,076 310,924
事務費支出 1,986,600 1,660,455 326,145
　旅費交通費 307,400 66,000 241,400
　広報費 300,000 521,180 -221,180
　諸会費 553,400 519,900 33,500
　その他 825,800 553,375 272,425
合　計 6,107,000 3,584,428 2,522,572

この会報は、共同募金からの助成で発行しています。
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２　

障
害
者
福
祉
増
進
の
た
め
の
諸
活
動

長
年
に
わ
た
り
、
制
定
の
要
望
を
繰
り

返
し
て
き
た
「
長
野
県
障
害
者
差
別
禁
止

条
例
」
は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
、「
障

が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る

長
野
県
づ
く
り
条
例
」
の
名
称
で
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
条
例
に
お
い
て
、
障
害
者
の

「
合
理
的
配
慮
」
の
意
思
表
示
に
対
す
る

「
事
業
者
」
の
対
応
の
在
り
方
は
、「
行
政
」

と
同
じ
「
責
務
」
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
が

大
き
な
特
徴
で
す
。

障
害
者
の
「
合
理
的
配
慮
」
の
意
思
表

示
に
基
づ
く
社
会
的
障
壁
の
除
去
と
、
更

に
「
行
政
」
と
「
事
業
者
」
の
日
常
業
務

の
中
で
実
施
さ
れ
る
社
会
的
障
壁
の
改
善

の
２
つ
が
嚙
み
合
え
ば
、「
共
生
社
会
づ

く
り
」
と
い
う
基
本
理
念
の
達
成
は
よ
り

実
現
性
を
増
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

障
害
者
が
「
合
理
的
配
慮
」
の
意
思
表

示
を
積
極
的
に
行
う
行
動
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
更
に
大
切
な
こ
と
は
、
障
害
者

が
「
合
理
的
配
慮
」
の
意
思
表
示
を
し
な

け
れ
ば
、
そ
の
声
に
対
応
す
る
社
会
的
障

壁
の
改
善
の
行
動
は
決
し
て
生
じ
な
い
こ
と

を
強
く
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

障
害
者
の
「
合
理
的
配
慮
」
の
意
思
表

示
に
対
す
る
、
行
政
並
び
に
事
業
所
の
対

応
を
注
視
し
て
、
必
要
な
要
望
を
行
う
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

３　

啓
発
活
動
の
推
進

⑴ 　

協
会
の
会
報
「
幸
わ
せ
」
を
年
４

回
発
行
し
、
会
員
等
へ
協
会
の
活
動

状
況
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

４
月
、
７
月
、
10
月
、
１
月

（
２
０
５
号 

～ 

２
０
８
号
）

⑵ 　

視
覚
障
害
の
希
望
者
に
、会
報「
幸

わ
せ
」
を
朗
読
し
録
音
し
た
「
声
の

会
報
」
を
作
成
し
送
付
し
ま
し
た
。

ま
た
、
点
字
版
会
報
を
発
行
し
、
希

望
者
に
配
布
し
ま
し
た
。

⑶ 　

新
規
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
取
得

さ
れ
た
方
に
協
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
、
会
員
加
入
に
努
め
ま

し
た
。

⑷ 　

 

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

し
、
情
報
公
開
に
努
め
ま
し
た
。

⑸ 　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
た
会

員
あ
て
に
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
２

回
配
信
し
、
協
会
の
活
動
状
況
や
イ

ベ
ン
ト
参
加
へ
の
勧
誘
等
を
行
い
ま

し
た
。

　

４
月
25
日
（
№
１
）、

９
月
15
日
（
№
２
）

⑹ 　

社
会
福
祉
法
人 

長
野
県
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
発
行
の
会
報
「
こ
こ

ろ
の
友
」の
配
布
に
協
力
し
ま
し
た
。

（
年
２
回
）

４　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

当
協
会
は
、
長
野
市
か
ら
指
定
管
理
者

と
し
て「
長
野
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

の
管
理
運
営
を
受
託
（
平
成
18
年
度
～
令

和
２
年
度
）
し
て
き
て
お
り
、
令
和
３
年

度
に
は
更
に
５
年
間
（
令
和
３
年
度
～
令

和
７
年
度
）
の
指
定
を
受
け
、
５
年
度
は

３
年
度
目
で
し
た
。

令
和
４
年
度
に
実
施
さ
れ
た
長
寿
命
化

改
修
工
事
後
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
セ

ン
タ
ー
の
適
正
な
維
持
管
理
や
利
便
性
の

向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
各
種
教
室
・

講
座
の
充
実
、
利
用
団
体
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う

な
ど
、施
設
の
利
用
促
進
に
努
め
ま
し
た
。

「
広
報
な
が
の
」
を
朗
読
し
、
録
音
し

た
「
声
の
広
報
」
を
作
成
し
、
希
望
者
に

送
付
し
ま
し
た
。

５　

会
議
の
開
催

⑴　

評
議
員
会 

１
回

⑵　

理
事
会 

４
回

⑶　

正
副
理
事
長
会 

12
回

⑷　

会
報
編
集
委
員
会 

８
回

⑸　

支
部
長
会 

３
回

松
代
支
部
長　
　

島
田　
　

稔

昨
年
よ
り
支
部
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
島
田
稔
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
協

会
発
展
の
た
め
、
一
層
の
ご
指
導
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
、
駒
ヶ
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に

乗
っ
て
千
畳
敷
カ
ー
ル
、
一
泊
旅
行
と
し

て
北
志
賀
高
原
竜
王
温
泉
と
、「
春
を
感

じ
る
グ
ル
メ
旅
行
」
と
題
し
て
湯
田
中
温

泉
に
行
き
、
談
笑
し
な
が
ら
会
員
同
士
の

親
睦
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

県
や
市
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
自
己
記

録
へ
の
挑
戦
や
、
青
年
部
主
催
の
ボ
ッ

チ
ャ
講
習
会
な
ど
に
も
多
く
の
支
部
会
員

が
参
加
さ
れ
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し

た
。
他
に
も
、
長
野
県
立
美
術
館
で
葛
飾

北
斎
の
天
才
的
な
浮
世
絵
を
鑑
賞
し
、
す

ば
ら
し
い
芸
術
に
も
触
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
近
年
進
化
が
激
し
い
デ
ジ
タ

ル
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
ス
マ
ホ
講
座

や
電
子
決
済
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
健
康
保

険
証
利
用
に
伴
う
使
い
方
講
座
な
ど
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
ご
家
族
様
を

含
め
、会
員
と
の
つ
な
が
り
を
よ
り
強
め
、

孤
立
や
孤
独
に
し
な
い
リ
ア
ル
な
付
き
合

い
が
続
け
ら
れ
ま
す
よ
う
に
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

支
部
だ
よ
り

事務局及び障害者福祉センターは、毎週月曜日がお休みです。ホームページ https://nagano-sfc.jp/
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お茶等をあっせんします。
　にっしんれん事業所㈱の商品（お茶等）をあっせんします。
　本部会員の方は、協会事務局まで注文の連絡をお願いします。
　支部会員の方は、各支部長へ注文をお願いします。
商品例

商品名 単位 定価

深蒸し茶（特上）100 ｇ、深蒸し茶 ( 上 )200 ｇ、深蒸し茶 300 ｇ 1 本 1,080 円

煎茶（特上）100 ｇ、煎茶（上）200 ｇ、煎茶 300 ｇ 1 本 1,080 円

他にも商品があります。カタログをご希望の方は事務局へご連絡ください。

　

６
月
６
日
、
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
青
年
部
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
４
名
の
講
師
の
指
導
の
も
と
、
ル
ー

ル
、
ボ
ー
ル
の
投
げ
方
等
の
講
習
の
後
、

６
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
競
技
を
行
い
ま
し

た
。
20
名
の
参
加
者
の
皆
様
は
、
和
気
あ

い
あ
い
の
中
で
、
楽
し
く
真
剣
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

「
長
野
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
を

開
催
し
ま
す
」

第
56
回
長
野
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

を
開
催
し
ま
す
。前
半
の
式
典
行
事
で
は
、

理
事
長
表
彰
の
贈
呈
、
大
会
決
議
な
ど
を

行
い
ま
す
。
後
半
の
講
演
会
で
は
、
長
野

市
国
保
大
岡
診
療
所
の
内
場
簾
医
師
か
ら

「
き
ょ
う
か
ら
で
き
る
生
活
習
慣
病
予
防
」

と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。
出
席

申
込
み
は
、
９
月
18
日
（
水
）
ま
で
に
支

部
長
ま
た
は
事
務
局
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

日　

時　

10
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　

場　

所　

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
希
望
の
旅
③
」

　

日　

時　

10
月
17
日
（
木
）

　

行　

先　

か
ん
て
ん
ぱ
ぱ
ガ
ー
デ
ン

　
　
　
　
　
（
伊
那
市
）

　

参
加
費　

一
人
６
，
０
０
０
円

　

参
加
申
込
み
は
、
９
月
13
日
（
金
）
ま

で
に
協
会
事
務
局
へ

「
さ
わ
や
か
合
唱
交
流
会
」

10
月
24
日
（
木
）
13
時
30
分
か
ら
長
野

市
芸
術
館
で
開
催
さ
れ
る
「
さ
わ
や
か
合

唱
交
流
会
」
を
協
会
で
鑑
賞
し
ま
す
。
20

席
を
確
保
し
ま
し
た
の
で
、
鑑
賞
を
希
望

さ
れ
る
方
は
８
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
支

部
長
ま
た
は
事
務
局
へ
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。
希
望
者
が
20
名
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
と
し
ま
す
。

長
野
県
立
美
術
館

「
障
が
い
の
あ
る
方
の

た
め
の
特
別
鑑
賞
日
」

障
が
い
の
あ
る
方
が
安
心
し
て
美
術
館

へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
休
館
日

に
開
館
し
、
鑑
賞
で
き
る
機
会
で
す
。
鑑

賞
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
８
月
２
日
（
金
）

ま
で
に
事
務
局
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
別
鑑
賞
日　

８
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

編
　
集
　
後
　
記

間
も
な
く
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
り
ま
す
。
真
夏
の
暑

さ
を
よ
り
一
層
熱
く
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
に
。

日
本
選
手
の
メ
ダ
ル
獲
得
を
大
い
に
期
待

し
ま
し
ょ
う
。

暑
い
と
い
え
ば
、
予
報
で
は
昨
年
よ
り

も
更
に
今
年
は
暑
く
な
る
と
の
こ
と
。
水

分
を
充
分
に
と
り
、
熱
中
症
等
に
負
け
な

い
で
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

編
集
委
員
長　

丸
山　
　
勝　

ボ
ッ
チ
ャ
講
習
会
、
開
催
！

お
知
ら
せ

◆本部会員の皆様へ◆　各事業の参加申込みは、協会事務局へ　TEL:228-3014
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